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2022年１2月号 

THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y'S MEN'S CLUBS 

 

石巻広域クラブ通信  ＜№７６＞ 
THE Y’S MEN’S CLUBS OF ＧＲＥＡＴＥＲ ＩＳＨＩＮＯＭＡＫＩ 

ＣＨＡＲＴＥＲＥＤ ＭＡＹ２８，２０１６ 

 YMCA-ISHINOMAKI-CENTER 

KyuEikoyochienchinai2-12-3,Okaidokita, 

Ishinomaki, 986-0854,Japan 

〒986－0854 石巻市大街道北 2－12－3 

旧栄光幼稚園 2 階 YMCA 石巻センター 

電話 090-6252-7970(日野)090-2365-7940（清水） 

E-mail：gishinomaki@gmail.com     E-mail: koichi1839@outlook.jp 

例会出席 23 名 在 籍 会 員 数 21 名 各種記録 月実績 年度累計 

メンバー 6 名 月 間 出 席 者 6 名 スマイル 5,840 円 37,960 円 

ビジター 0 名 メーキャップ 2 名 ファンド 0 円 25,200 円 

ゲスト 6 名 月 間 出 席 率 38％ BF 0 円 0 円 

会 長  青木 満里恵 

副会長  石川 光晴 

〃   姉歯 一紀 

書 記  清水 弘一 

会 計  櫻井 美智江 

直前会長 日野 峻 

担当主事 斎藤 勉 

 

 

 

＝＝ 2022－2023 年度 主題 ＝＝ 

クラブ会長  青木満里恵「感謝を胸に、連携し、活動を拡げよう！」 

北東部部長 大久保知宏（宇都宮）「クラブのミッションを育てよう」 
東日本区理事「未来に向けて今すぐ行動しよう」 

アジア太平洋地域会長 シェン・チ・ミン（台湾）「新しい時代とともに、エレガントに変化を」 

国際会長 K・C・サミュエル（インド)「フェロシップとインパクトで次の 100 年へ」



 

   ＜今月の聖句＞ 

「見よ、おとめが身ごもって男の子

を産む。その名はインマヌエルと呼

ばれる」：マタイによる福音書 1：23 

 

 

 

（マタイ 5 章 6 節） 

 
 

 

 

 

 
 

＜強調月間＞ キリスト教理解/IBC（国際兄弟クラブ 

１２月クリスマス例会プログラム 

日 時  12月 18日（日）17:00～19:30 

 場 所  YMCA 石巻センター 

 月当番 姉歯一紀・川上直哉 

＜第一部＞  ハンドベルコンサート   ベルフレーズ 

＜第二部＞ 礼拝 司式：関川祐一郎 司会：大林健太郎 

クリスマスメッセージ「闇の中の真の光」 

石巻山城町教会牧師 関川祐一郎 

＜第三部＞ 祝会           司会：清水弘一 

１．開会点鐘    石巻広域クラブ会長 青木満里恵    

２．ワイズソング              一 同   

３．ゲスト・ビジター紹介           司 会 

４．会長あいさつ            青木満里恵 

５．食前感謝               川上直哉 

６．来賓あいさつと乾杯   北東部部長 大久保知宏 

７．食事・懇談               一 同 

   自己紹介、クリスマスの歌、余興など 

８．諸報告とアピール          クラブ担当 

９．ハッピーバースデーとクリスマスプレゼント 会長 

   12/4:千葉一さん 12/6：櫻井美智江さん 

10．ニコニコ  「国際・地域協力募金のために」 会計 

11．閉会挨拶と点鐘       直前会長 日野 峻 

12：記念撮影                一 同    

                   

 

 

    

11 月データ／12 月号内容：巻頭言、11 月例会報告、3.11 こども文庫の会、YMCA

ストレッチヨガ教室、北東部大会・評議会報告、ランドセルプロジェクト報告他 

私は、２０歳のときにクリスマス礼拝で洗礼を

受け、クリスチャンの仲間入りをいたしました。

深川教会という日本基督教団の教会でした。以後、

以前にも増して教会員として熱心に、礼拝の出席、

毎週の水曜日の聖書研究会に出席をするようにな

りました。何かに誘われるように高校卒業と同時

に地方から大都会東京へやってきた若者にとっ

て、江東区木場での生活は孤独感が日々増幅する

ばかりでした。そんな折、１９歳の年の秋に、深

川教会の伝道集会の案内があり恐る恐る教会のド

アを開け礼拝堂に入ったことが思いだされます。

１０人前後の若者が常に 

教会を訪れ、牧師を囲ん 

でデスカッションをし 

たり、昼食を輪番で作っ 

て一緒に食事をすること 

が習わしでした。礼拝に参加するだけではなく、

このように様々な集会に参加をすることが、クリ

スマス礼拝で洗礼を受 

けることに繋がってい 

ったのだと思います。 

＜次頁につづく＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマスおめでとう！ 

クラブファンド委員長 大林健太郎 

mailto:gishinomaki@gmail.com
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＜前頁よりつづく＞ 

孤独感が立ち去って、新しく生き直す心に切り替わっ

たような心持ちになったようでした。クリスマス礼拝後

の祝会は私を含む受洗者２名に祝福の言葉が語られ、用

意された食卓はシンプルながらもケーキも添えられ、心

温まる晩餐となりました。 

 洗礼から３５年経過した５５歳の年に、二男の家庭内

暴力が頻発すると同時に体調に異変が起き、精神的なス

トレスがピークとなったころ、聖書を読み直す日々が続

きます。ある深夜、日々トラブルを起こす二男が私の寝

床にやってきて、一緒に寝たいと言い出し、一緒に布団

で休むことにしました。息子は寝息を立てて熟睡したよ

うでしたが、私は眠れるどころかどういう訳か、息子の

信頼を得たという喜びで満たされました。聖書の箇所が

走馬灯のように頭の中を巡ります。その中で、イエスの

誕生の秘密についても思いがふくらみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『イエスは家柄の良い家に生まれただろうか。そうでは

なかった。しかも家畜小屋で生まれた。と書いてある。

なぜ家畜小屋だったのか？ルカの福音書とマタイの福

音書には、すごく厳しい、本当につらい、養い親のヨセ

フにとっても耐えられないくらいの差別と排斥がそこ

には語られています。』『村人の誰からも祝福してもらえ

ず、罪人として生まれた。』この底辺の底辺におられた

イエスが救い主となられたということは夢物語ではな

く、私と二男に救い主として現実に現れた瞬間でもあり

ました。クリスマスおめでとう！ 

 

 

 

日 時 2022年 11月 25日（金）18：30～20:30 

場 所 YMCA 石巻センター 

出席者 青木満里恵、川上直哉、斎藤勉、関川祐一郎 

日野峻、清水弘一、櫻井美智江・大林健太郎（MC） 

  ゲスト：佐藤洋子さん（スピーカー）、菊康子さん

長沼利枝・鈴木貞子さん（3.11子ども文庫）ZOOM:

渡辺さん（石巻栄光教会）、佐藤茂美さん（東京ク） 

１．開会点鐘          会 長  青木満里恵                                                              

２. ワイズソング               一 同                                   

３．ゲスト・ビジター紹介           書 記 

４．会長あいさつ            青木満里恵 

５．聖句朗読・食前感謝          川上直哉 

６．食事・懇談              一 同 

７．ゲストスピーチ  

石巻民話はなすっこの会      佐藤 洋子 様 

    テーマ：「石巻の民話」 

８．諸報告とアピール         クラブ担当 

 （１）クラブ年内スケジュールについて 

 （２）石巻桃生ライオンズ例会訪問報告 

 （３）YMCA 報告・その他 

９．ハッピーバースデー           会 長 

    11月 29日:斎藤 勉さん 

10．ニコニコ  「国際・地域協力募金のために」 5,840円 

11．閉会挨拶と点鐘      直前会長 日野 峻     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１月第一例会報告 

 

 

 

         

 石巻民話の会語り部  

佐藤 洋子さん 

 

 この日のゲストスピーカーは「石巻民話はなすっ

この会」の佐藤洋子さんでした。佐藤さんは、先日

ゲストスピーチをしてくださった小野和子さんと

古いご厚誼をお持ちで、小野さんをお迎えする準備

の中でご一緒くださいまして、その後、「3.11 子ど

も文庫」（現在は「子どもと大人の 3.11 文庫」）でも、

民話語りをしてくださいました。文庫ではごく短い

時間しか取れず、残念に思っておりました。今回、

1 時間くらいの時間を用いて、ゆっくりお話を伺う

ことができました。 

 「民話」は、昔のものとは限りません。人々の口

伝えでこそ伝わる出来事があります。その語りを、

民話というのだと思います。 

 今回の佐藤さんが最初に語ってくださったのは

「いのちの飴」という物語でした。それは「3.11」

の極限状態の中で、「飴」を口に含んでいのちを繋

いだ人々の物語でした。「ですから私は、いつも欠

かさず、飴を持っているようにしています」と、佐

藤さんはお話しくださいました。「民話」とは、つ

まり、そういうものの集積なのだと思います。 

 佐藤さんは石巻を中心に民話を「採訪」しておら

れます。つまり、民話語りをしてくださる方を訪ね

て、お話を聞き、それを記録して行く作業を、ずっ

と続けています。「100 までは、数えていたのですが、

もう、数えることを辞めてしまいました。200 くら

い、民話を記録していると思います」とのことです。 

＜次頁につづく＞ 

 

                  

 

石 巻 の 民 話 
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日 時 2022 年 12 月 11 日（金）18:30～20:30 

場 所 YMCA 石巻センター 

出席者 青木満里恵、川上直哉、大林健太郎、清水弘一

日野峻、 

１．開会点鐘                青木会長                                                              

２.ワイズソング              一 同                                  

３．会長あいさつ             青木会長                                 

４．軽食 

５．報告事項 

（１）2022年 11月第一例会の開催 

 日 時 2022年 11月 25日（金）18：30～20:30 

 場 所 YMCA 石巻センター 

 内 容 ゲストスピーチ  

石巻民話はなすっこの会 佐藤 洋子 様 

     テーマ：「石巻の民話」 

（２）フクシマ写真家・飛田晋秀写真展の開催について 

 期 間：10月 21日（金）、22日（土）、23日（日） 

 会 場：まきあーとテラス 

（３）3.11こども文庫 10月開催（第 17回）について 

 日 時 2022年 10月 29日（土）13：30～15：30 

 場 所 旧栄光幼稚園 2階ホール 

 内 容 ・絵本読み聞かせ（①「ひさの星」②震災 

絵本：「はしれ ディーゼルきかんしゃ デ 

ーデ」③紙相撲競技 ④リトミック 

 参加者 ゲスト：阿部きえ、阿部みより、石丸リト 

ミック教室（石丸さん、スタッフ、子ども

4名）、佐藤茂美ワイズ（東京クラブ） 

（４）YMCA ストレッチヨガ教室（パート 31） 

 日 時 2022年 10月 26日（水） 第一部：10時～ 

11時 第二部：11時半～12時半 

 場 所 石巻市営新蛇田集会所 

 参加者 第一部 9名、第二部 5名 

（５）十勝じゃがいも等ファンド/支援かぼちゃ報告 

① 収支報告 売上代金 102,000 円 仕入れ代金

76,800 円 収益金 25,200 円（国際・地域協力募

金へ、別紙報告書参照） 

②  震災支援かぼちゃ贈呈 

 ・復興住宅新蛇田集会所 ・女川きららこども食 

堂 ・栄光まきびと園 ・宮城こども養育支援の会 

・ウクライナ支援ボルシチ― おらほの家 ・ボンス 

こども食堂・長寿の郷広渕 ・くじらのしっぽ ・渡 

波地域食堂 ・放課後こども食堂グレーメン 

 

６．協議事項                   議事進行 青木会長 

（１）2022年 11月第一例会開催について 

 日 時 2022年 11月 25 日（金）18：30～20:30 

                              

小野和子さんを囲んで記念撮影 

１2月拡大役員会報告 

 

 

＜前頁よりつづく＞ 

今、民俗学者の方と一緒に、その整理を始めようと

しておられるとのことでした。 

 例会では、石巻圏の民話と岩手県遠野の民話をお

話しくださいました。石巻圏、という言葉がありま

す。「石巻湊」と呼ばれる地名は、江戸時代に始まっ

たもののようです。そして戦前・戦後の一時期、石

巻は比較的少ない人口で高度に都市化しました。製

紙工場が誘致され、造船業が盛んになり、そして水

産加工工場が集積しました。周辺の古くからある漁

村・農村の中に、忽然と一つ、都市が誕生した形で

す。それで、昔の石巻湊を差す小さな区域としての

「石巻」と、そのベッドタウンともなった周辺地域

（牡鹿、蛇田、渡波、桃生、北村、矢本等）とは、

対照的な雰囲気をもって 20 世紀までを過ごし、そし

て「平成の大合併」を経て、今の石巻市ができたの

でした。合併に加わらなかった「女川町」「東松島市」

を含めて「石巻圏」という言い方がなされます。そ

して、その石巻圏とその周辺までを念頭に、私たち

の「石巻広域ワイズメンズクラブ」という名前も用

いられているのです。 

 佐藤さんがご紹介くださった民話は、石巻圏の「牡

鹿」と「矢本」のお話でした。 

 石巻市で最も太平洋に深く突き出している牡鹿半

島の、その先端からすぐ近くに見える島に「金華山」

があります。江戸時代は「金華山道」が仙台領各地

に引かれ、参詣先として大変な人気を得てきた「聖

地」です。この「金華山」の始まりの物語を、まず、

佐藤さんはお語り下さいました。 

 石巻の隣に矢本町があります。ブルーインパルス

で有名な航空自衛隊基地を擁することから、この町

を中心に松島のあたりまでが合併して「東松島市」

が形成されています。この矢本の「大塩」という山

間の地に「一杯清水」という古い水源があります。

その水は名水と名高いのですが、その発見譚が民話

となって残されています。 

 以上の他に、小さな「遠野の物語」も、語られま

した。Youtube で、その様子がご覧いただけます。

「@user-lp7mk7ub9j」あるいは「石巻広域ワイズメ

ンズクラブ Youtube」と検索くだされば、すぐ、例

会でお語り下さる佐藤さんのご様子が動画で見れる

と思います。ぜひ、ご高覧下さい。（↓写真） 

（川上記） 

 



- 4 - 

 

 

 場 所 石巻センター 

 内 容 ゲストスピーカー  

石巻民話の会語り部 佐藤洋子さん 

    テーマ：「石巻の民話」 

（２）12月のクリスマス例会と拡大役員会について 

 ①拡大役員会：12月 2日（金） 

 ②12月クリスマス例会：12月 18日（日）17 時～19 時  

  ＊実行委員の選任：実行委員長：青木会長 

（３）北東部評議会と仙台広瀬川クラブ留学生日本語ス 

ピーチコンテストの開催 

 日 時 2022年 11月 19日（土）  13時：留学生ス 

ピーチコンテスト 15時：北東部評議会 

 場 所 仙台 YMCA４階ホール 

 出席義務者 青木会長、清水書記、北東部役員 

（４）石巻桃生ライオンズクラブ 11月例会訪問の件 

 日 時 2022年 11月 24日（木）18：30～20：30 

 場 所 和（なごみ）ダイニング葵（TEL：0225-76-1321） 

 内 容 ランドセルギフトモンゴル訪問報告 

（５）YMCA ストレッチヨガの開催 

 日 時 2022 年 12 月 7 日（水）10：00～12：00 

 場 所 新蛇田集会所 

 その他 お茶会あり、会費 100 円 

（６）仙台 YMCA クリスマス会開催 

 日 時 2022年 12月 9日（金）18：00～20：30 

 場 所 仙台市民会館 

 参加費 参加人数 200名 チケット代 500円 

（７）3.11こども文庫の会（第 18回）の開催 

 日 時 2022年 12月 10日（土） 13：30～15：30 

 場 所 石巻センター 

 練習日 11月 16日（水）13：30～ 

（８）11月号クラブ通信原稿の依頼 

   巻頭言：青木会長 

（９）その他 

 ・次年度役員改選について（選考委員長：日野直前会長） 

・会員動向について 

 ・出席率向上について 

７．閉会あいさつと点鐘        青木会長 

                                                           

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 今後のクラブスケジュール （12月～2023年 2月） 

ランドセルギフト実行委

員会（第 10 回） 

12 月 19 日(月) 

19:30~ 

Zoom 

石巻山城町教会・栄光教

会クリスマス礼拝 

12 月 24 日 

(土） 

山城町教会:16 時 

栄光教会:19 時半 

2023 年 1 月拡大役員会 1 月 13 日(金) 石巻センター 

3.11 子ども文庫練習 1 月 20 日(金) 栄光教会礼拝堂 

〃   1 月第一例会 1 月 27 日(金) 石巻センター 

3.11 こども文庫の会 1 月 28 日(土) 石巻センター 

YMCA ヨガ教室 2 月 1 日(水) 新蛇田集会所 

復興支援コンサート    〃 〃（11:15~） 

 

 

 

留学生日本語でプレゼンテーション 

仙台広瀬川クラブ主催の仙台 YMCA ホテル専門

学校に在籍する留学生の第 2 回「日本語でプレゼン

テーション」が 11 月 19 日（土）立町会館 4 階ホー

ルで開催されました。プレゼンターは国際おもてな

し科 1～2 年生、ベトナム出身学生が 3 人、ネパー

ル出身が 3 人計 6 人による発表であった。日本人の

習慣、働き方、仙台の好きな風景などをユーモアを

交えて実に流暢な日本語で堂々と表現された。さす

が仙台 YMCA ホテル学校の留学生と感嘆した次第。 

テーマを紹介すると『ベトナムのお正月の過ごし方』 

『日本に来て驚いたこと～日本人のペットに対する

考え方～』『私の趣味～旅行すること～』『日本に来

て驚いたこと～日本人の働き方～』『私の好きな仙台

の風景～sendaichillin より～』である。交流タイム

では、ネパールの民族舞踊と学生有志による「365

日の紙飛行機」が披露された。6 人のコメンテータ

ーから講評が行われ、最後に菅野会長より表彰状と

賞品の授与、大久保北東部部長から励ましの言葉が

あり盛会裏に終了した。（↓写真）         

（弘） 
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3.11 こども文庫実行委員会 

 

 

                          

              

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 石巻広域クラブが設立した2016年にYMCAとの協働

でスタートした復興団地でのストレッチヨガ教室は今

回で 32回目を迎えました。新型コロナの影響でここ 2

年程お休みしていたストレッチヨガ体操終了後のお茶

会を再開し、ケーキとお菓子でささやかなクリスマス会

を開催した。メッセージを川上牧師にお願いし、震災の

絵本の読み聞かせとサンファン・バウティスタ号や支倉

常長のお話しをいただいた。新年は 2月 1日（水）から

スタート、ストレッチヨガ教室終了後は、震災支援活動

で何度か石巻に来訪し、歌声コンサートを開いている浦

嶋浩二さんによる復興団地の皆さんを対象にしたミニ

コンサートの開催を予定しています。（↓写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

          

3.11 こども文庫の開催（第 18 回） 

 

 

 

 

新型コロナ第 8 次感染拡大の中、12 月 10 日（土）

3.11 子ども文庫の会が開かれた。今回は子ども達の

参加はなく大人達のみの参加でありましたが、東京

調布市の石丸リトミック教室とオンラインで繋が

り、クリスマスシーズンに相応しい内容のものとな

りました。 

絵本の読み聞かせの一つは「なまえのないねこ」二

冊目は「ほしの ひかった よる」、そして震災関連

の絵本は「なみだは あふれるままに」の 3 冊が読

み上げられた。紙工作はクリスマスに合わせて雪だ

るまのサンタクロース、見事な？出来栄えの成果品

は会場の本棚の上に飾られました。（写真下↓） 

 終了後、反省会が開かれ今後の方針、計画等が話

し合われました。 

・コロナ禍の折、子ども達をいかに集めるか？ 

・広報チラシのイメージチェンジが必要である。 

・子どもだけでなく大人も対象にしたらどうか？ 

 例えば、現在のテーマである「3.11 子ども文庫」

を「－子どもと大人たちの－3.11 文庫」する。 

・開催場所を復興団地などに出かける出前による絵

本の読み聞かせを行う。 

など等様々な意見が出されました。 

3.11 東日本大震災発生からまもなく 12 年目に入 

りますが、「3.11 子ども文庫の会」は、新年はまた

新たな段階に入ることでしょう。 

 石丸リトミック教室の皆さん→ 

3.11 メモリアルプロジェクト                     

 

 

YMCA ストレッチヨガ教室 
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▼本年 1月に「思い出のランドセルギフトプロジェクト」

実行委員会が正式にスタートして以来、全国から送られ

てきたランドセル数は約２，１００個、内アフガニスタ

ンの子どもたちに６３０個（未船積み分も含む）、モン

ゴルの子どもたちに８００個のランドセルをアフガニ

スタンには公益財団法人ジョイセフを通じて、モンゴル

には東北・モンゴル友好協会を通じて船便にて送りまし

た。アフガニスタンの子どもたちから下記のようなメッ

セージと写真が届きました。引き続き、横浜からアフガ

ニスタンへの送料（＠１，８００円/一個当たり）の調

達でき次第、横浜より第 2便を発送する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼本年 5月、震災支援活動の縁で知り合った石巻桃生ラ

イオンズクラブさんより東日本大震災支援活動で使わ

れなかったランドセル約１，８００個が寄贈され、内８

００個を仲介の労を取っていただいた仙台青葉城クラ

ブの加藤メン・メネットと東北・モンゴル友好協会のお

骨折りでモンゴルの子どもたちに 8月～9月に届けられ

ました。その報告会が 11月 24日の石巻桃生ライオンズ

クラブの例会に下記関係者が出席して行われました。 

・東北・モンゴル友好協会：渡部紘一会長、ダライ事務

局長・加藤重雄理事（仙台青葉城クラブ） 

・石巻広域クラブ：青木会長、日野直前会長、清水書記、

川上副書記（↓石巻桃生ライオンズクラブ例会訪問） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▼2022―2023北東部評議会（第 2回） 

 日 時：2022年 11月 19日（土）15時～17時 

 場 所：仙台 YMCA 立町会館 2 階会議室 

 出席者：北東部部長、遠谷書記、部事業主査 

   各クラブ会長 計 16 名、委任状 16 名 

   石巻広域クラブ：青木会長（ZOOM）清水書記 

＜評議会の概要報告＞ 

・ 大久保北東部部長の挨拶に始まり本年度の活動報 

告があった。 

・河野、菊地事業主査より活動報告があった。 

・各クラブ会長より前期の活動報告がなされた。当クラ

ブから、清水書記が代理で行った。 

・菊地会員増強事業主査より「会員増強チームを北東部

として編成する」との議案提案があり、協議の結果承認

された。 

・12 月 2 日に開催予定の部大会開催方法について、大

久保部長より時節柄 ZOOM の開催としたい旨の提案が

あり、協議の結果賛成多数で承認された。 

 

▼2022―2023北東部部大会 

 日 時：2022年 12月 2日（土）13時～16時 

 場 所：ZOOM 方式 

 出席者：青木会長、清水書記、川上副書記 

＜部大会の概要報告＞ 

（１）開会点鐘・挨拶          大久保部長 

（２）クラブ会長挨拶         6クラブ会長 

（３）来賓あいさつ とちぎ YMCA   鷹嘴孝理事長 

         （社）東日本区  佐藤重良理事長 

（４）講演 NPO 法人とちぎボランティアネットワーク 

          理事長 矢野 正弘 様 

  「子どもの貧困撲滅！子ども SUNSUNプロジェクト 

の取り組み」 

（５）グループディスカッション 

    発題：大久保部長・菊地会員増強事業主査 

   テーマ：「クラブの活性化による会員増強」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北東部評議会・部大会報告 思い出のランドセルギフトプロジェクト 

～石巻桃生ライオンズクラブとの協働～ 

 

 

  

あいにく参加人数の少ない大会となったが、その分 

中身の濃い部大会となった。特に山田次期理事から

はクラブライフとはどういう意味をもつか、充実と

は何か、人を誘いたくなるクラブとは何か・・・ 

等々を話し合い・分かち合う一年でありたいと方針

を述べられた。グループディスカッションでは会員

増強のポイントは「YMCA の会員を増やす事であ

る」との発言に大いに盛り上がった議論となった。 

 閉会後は、有志による ZOOM 懇親会が開かれ 

久方振りの有志とのワイズ談議に華を咲かせた。

（弘） 
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■  寄 稿（津波被災地・宗務者・ワイズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石巻栄光教会牧師 川上 直哉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「3.11津波被災地の宗務者とワイズに求められるもの」 
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■理事メッセージ（理事通信 12月号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■YMCA 報告      ■ウクライナ募金へのお願い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

■YM 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

                         担当主事 斎藤 勉 

（１）第 51 回仙台ＹＭＣＡクリスマス 

標記クリスマス会を 12 月 9 日（金）18：00 

～19：30 でトークネットホール仙台展示場にて

開催されました。今回は 100名弱の参加でしたが、

留学生はじめワイズメンズクラブのみなさん、職

員が集い、みんなでクリスマスを楽しみました。

また、この日は光のページェントの開始日でもあ

り、帰り際、定禅寺通りがオレンジ色に染まって

いました。今年は 25日までの開催ですので、お

時間がある方はご覧になってください。 

（２） 職員クリスマス 

12月 11日（日）に仙台東一番町教会にて職 

員クリスマスを行いました。ＹＭＣＡの職員、ワ

イズの方含め約 50名が参加され、共に礼拝を行

うことが出来ました。 

（３） 冬プロスタートしました 

12月 24日（土）から雪遊びキャンプ及び集 

中水泳 1期を皮切りに冬のプログラムがスタート

します。多くの子どもたちがＹＭＣＡに集いま

す。安全に配慮し、楽しく、怪我無くプログラム

が進められるよう努めてまいります。 

※石巻ワイズメンズクラブのみなさま 

 メリークリスマス！ 

 参加できなく本当に申し訳ございません。 

 みなさん、よいお年をお迎えください。2023

年もよろしくお願いいたします。 

 

 

Y M C A 報 告 

ウクライナへの募金についてのお願い 

「ウクライナ募金」について（本年 12 月 31 日まで実施中） 

【東日本区の口座へ振り込みいただく場合】 

   振込口座 

 ゆうちょ銀行からの場合 

 口座記号番号 00110-0-362981 

  他の金融機関からの場合は、振込者の名前しか記載さ

れないのでゆうちょ銀行からの送金に統一致します。 

   振込取扱票（ゆうちょ銀行）への記入方法 

① 「おなまえ」欄 

個人の募金者：氏名を記入（カッコ書きでクラブ名を

記入）献金者が誰かを特定 

クラブの場合：通信欄に「〇〇クラブの献金」と記入

ください。「ウクライナ」と通信欄 に記入ください。 

 


